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このたびは本磯をお買い求めいただを 
まことにありげと5ございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書 J をよくお読みいただを、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、保 i 正書と用こ 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された糧含は、お 
買い求めの販売店にご相談ください。 
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のま全のために必ずお守り < ださい 


■ 


お使いになる人や他の人への危害と財産への損喜を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使巧するたゆに、必ずお守りしすこだくことを説明しています C 
ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説日月しています。 


■ 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負うを険、または火 
災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示していまず。 

A 警告 (WARNING) 

この表をを無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、または 
火災の可能性び想定される内容をおしていまず。 

A 注意 (CAUTION) 

この表おを無視して、誤った取损いをすると、人が傷害を負う可能性や物的損害の 
発生び想定される内容をおしていまず。 



お守りいただく内容を、巧の給表示で区分しています。 


この絵表术は、 r 禁止」^^ この給表のは、「ま意」 

されている内容でず。/!\していただく内容でず 。V 

説明文中の「お願い」事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための巧容び記載されています。 


この給表示は、「を意」 
していただ < 内容です。 
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この絵表示は、必ずして 
いただく r 指示」内容です。 


A 危険 （ DANGER) 


★ガソリン使用禁止 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
が量の混入でを、火災の原因にな0ます。 



A 警告 （ WARNING) 


★換気必要 

•換気せずに使巧しつづけないで < ださい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 

また、點幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

♦使用中は必ず1時間に！〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 

♦換気する場合は、換気扇を使用したり（換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開けないとち分な 
換気びでさない場合があります。）2力巧む上の(風の出入りのある)開□部を設けると効率よく換気でをます。 
窓び凍結していたり、地下室などで換気び充分におこなえない場巧では、使用しないでください。 


女スプレー 宙厳禁 

スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や周国に放置しないでください。 
熱でをの圧力び上びり、爆発し、危険です。 



★カーテン、寝具など可燃物近接厳禁 


参カーテン、布団や毛巧などや燃えやすいをののそばでは使用しないでください。 

义災の原因になごます。 

ストーブの周囲に巧燃物を置かないでください。 

ストープの熱気で着火して、火がの 原因になります。 _ _ 

♦可燃物との離隔胆離については P 3 の を可燃物（木壁、合版ふずまなど)との S 離をぉず| の記載内 
容を参照して < ださい。 


★巧類 の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類び乾螺すると、ストーブの熱気でゆれて落下して义びつき、乂災の原因にな D ます。 


★寝 るとさ消乂 

寝るとをやが出ずるとさは、必ず火が消えていることを確認して<ださい。 

予想しない事故び発生するおそれびあ0ます。 

咕給油時消火 

給油は、おず消火していることを確認し、ストーブの温度び充分に下びってから、他に火の気のな 
い巧でおこなって < ださい。 

火災の原因になります。 

' 女可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するちの(ガソ I 」ン、ベンジン、シンナ ー) や、 
スプレーを使用しないでください。 

火災の原因になります。 _ 

女空だを厳禁 

なべ、やかんやフライパンなどは、空だきしないでくだごい。 

空だきすると火災の原因になります。 



© 


漏 


0 






















★やかんやなべなど の使用注意 

♦やかんやなべなどをのせた場合は、細むのま意をしてください。 

振動や接轴によって、やかんやなべなどの熱湯びこぼれ、やけどをしたり、ガラスが筒び割れたり、 
異常燃焼(な炎)の原因になります。 

•吹さこぼれたり、煮こぼ〇たりした場合は、お買い求めの販売店に点おを依頼してください。 

_ガラス列筒び割れた0、ストーブの故障の原因にな0ます。 

斗好 ラスが筒の割れ使用禁止 

ガラス外筒びたけた0、割れて破損したままの状態では、絶対に使用しないで<ださい。 

異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれびあります。 


垒 

0 

使用禁止 


★大なべ禁止 


★ほこりの除去 

置台、製品内部のほこりをとさどさ除去してください。 

油タンクの下から燃焼用空気を吸い込みますので、紙やビこールなどを入れないようにま意してください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や火災の原因になります。 

★ま全装置の作動確認 

使巧開始時と、使用中は1箇月に 1 回政上、巧震自動消火装置を作動させて確実に消火することを確かめてください。 
確実に消乂しないとさは使用しないで、すぐに修理して<ださい。 


〇 


★高温部接軸禁止1 よ 

♦燃焼中や消乂直體は.高温部、天板（ストーブの上面）やガードに手など面れないように注意してください/ 
•燃焼中は必ずつ D 手を降ろしてください。やけどのおそれびありまず。 

♦やかんやなべの取っ手は、加熱している場合をありまずのでやけどに;主意してくださし、。 

★ふ<射熱に長時間あた5な I 斗 

ストーブの間近でふく射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱か症がになるおそれびあります。 
とくに、幼いおモ様やお年寄り、病気や体の不自由な方などの暖房には充分に注意してください。 


2 = 3 . 接触禁止 


接触禁止 

孟 

やけどを意 


★異常時使用禁止 

におい、すすの発生、がの巧態など異常燃焼を起こしたときは、使巧しないでください。 
緊急の場合でもあじてずに、しんを下げて消火してください。 


★ 移動•運觸するときのま意 

•ストーブを移動させる場合は、必ず消火し、ス I ''ーブの温度び巧分に下がってから、つり手を持ち製 
品をつ0下げて傾けないように静かに移動してくださし、。 

つり手を斜め、横方向に倒して持ち上げると、つり手び巧けて製品び落下して危険です。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースから乾電池を巧りはずして、ミ由タン 
クのの油を抜いて < ださい。 

運搬の途中で巧油びこぼれて、周囲を巧すおそれびあります。 



〇 


女燃 焼中移動禁止 

火のついたまま持ち運ばないで<ださい。 

やけどのおそれびあります。また、転倒ずると火災になるおそれびあります。 


★変質' 灯油禁止 

変質灯油(持ち越した灯油など)、不純丹油（巧油がの油•水-ごみび混入した口油など)を使巧しないでください。 
異常燃焼やな障（しんび下び5ない、点乂でをない、火び消えない)の原因になります。 


0 


A ま意 （ CAUTION) 


★燃焼筒は正しくセットずる 

点火操作後、外炎筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼筒び正しく、しん調節器にセットされて 
いるか、しんの上にのっていないかを底ず確かめて<ださい。 

燃焼筒び正しくセットされていないと、異常燃焼し、义災になるおそれびあります。 

マッチ点火の場合は、マッチの燃えかすを、しん付ぶやストーブ巧に落としたり、置台の上に置か 
ないでください。 

事故や乂災の原因になります。 


*1 
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么警告 （ WARNING) 
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国を全のために必ずお守りください 


A 注意 （ CAUTION) 


女純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨト5純正部品(指定された部品)を使巧してくださし、。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラぱかりでなく、故障梓予想できない事故び発をずるおそれびあります。 


★点义前の注意 

使いはじめや、しんのお手入れをした搜は、しんに充分巧油びなじむよう、給油してか5約20分待って、点火してくださし、。 
しんに充分む油びなじんでいないと、しんの上下操作び重くなったり、点火や消义びできないことびありまず。 

★分解修理•改造の禁止 

故障、破損した5使用しないでください。 

ストーブは絶巧に改造して使用しないで<ださい。 

不亮全な修理や改造は危険です。 


★お子様やお年寄りのご使用にミま意 

お子様やお年寄り、体の不自由なかたびお使いになる場合は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部への接触に 
よるやけど、低溫やけどや脱水症状などについて周囲の人び巧分にミ主意してくだごし、。 

★保營時にしていただぐこと 

•長期間使用しないとき、またはイ果管するときは、必ず灯ミ由を抜いて、單池ケースから乾電池を取りはずしてくださし、。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでくださし、。 

火災のおそれびあります。 

•しんの手入れ(か5焼きク1」ーニング)は、風びあたる場巧ではおこなわないでくだごい。 

火がのおそれびあります。 


〇 



分解禁止 


★廃棄ずると动 


ストーブを廃棄処分するとをは、必ず油タンク巧の'な油を抜を巧 D 、 電池ケースか5乾電池を取りはずしてくださし、 

晒度均参照） 

巧油や乾單池び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事なび発生するおそれがあ D ます。 


★巧の場所では使用しなし 、I 火がや予想しないき故やお障の原因になりまず。 


ff 
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♦傾斜した場所や振動の熟しい巧では、使用しないでください。参風のあたる場巧 
巧震自動消火装置び誤作動することがあります。 でい。 

♦しっかりしたじよラぶな床面で使用してください。 炎び出てを険て 

♦移動車両の中や、不ま定な台の上で使用しないでくだごい。 いよラを意して 

転落したり、义がになるおそれびあ0ます。 •部屋の出入□な 

r 暖がなどストーブび囲われる塌巧 ) f'fflifrSl- 

暖炉や押入 ri に入むての使用など、特殊な使いかたをしないでくだでい。 f 羣質置き记 
火災 0) 願になりまず。 しずちをな枚!巧 

C ほこりや湿気のをい場巧 ) 針-物(こよ Q 乂 

お類や繊禪を取扱ラ場所や温室■養鶏墙など、塵やほこりの多い^ 直射甘光のぁ 

場所では使用しないで<ださい。 •異常燃焼を起こ 

燃焼用空気を取入れる圏所び目づまり状態になり、異常燃焼を起参油タンクの巧巧 

こすぉそれびぁりまず。 _ ( 可燃性ガス任 

C 温 至 •飼育室など人のいない場戸斤 ) 爆発や乂災の盾 

使用環境の変化で、予想しない事故び発生するおテれがあります 。 r 再が nsnnrr 
r 理•美容院、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使ラ榻巧 ) 赢薄し 
化学薬品びスト-プの熱で変化し、ス I -ーブの故障や、腐食性ガス 
の発生により金属•鏡’ガラスなどを傷める原因となります。 


★巧燃物（木壁、合板、ふずまなど）との距離を離す 

•ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定む上の距離をなつようにしてください。 
参ストーブ上方の棚などとの胆離は必ず1 m しソ上離してください。 

♦上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 

参力ーテンなどび風でゆ5いでをス I -ーブにふれなレよラにして<ださい。 

参家具などからはち図の指定！; Lb の距離を離してください。 

熱で変形や変色、自然発火することびあります。 


参風のあたる場所や屋外では使用しないでくだ 使用禁止 
でい。 

炎び出てを険でず。掃除機の排気びあたらな 
いよラを意してください。 

♦部屋の出入□など人の通る場所、人びぶつかった D つま 
ずく場所で使用しないで<ださい。 

転倒して事故や火災び起さるおそれびあ0まず。 

广不安定な物をのせた棚などの下 j 

落下物により火災び超さるおそれびありまず。 

C 直射目光のあたる場所、温度の高い場所） 

•異常燃焼を起こすおそれびあ0ます。 

•油タンクのな油びあ成れ出て火災のおそれびあ0ます。 

^可燃性ガスの凳生ずる場所、またはたまる場所） 

爆発や火災の原因になります。 

C ~ 高地 （1300 m む上の場所)） 

酸素濃度び薄いので異常燃焼を超こすおそれびあります。 


お願い （ NOTICE) 


★灼■油の廃棄 な油の廃棄処分は、丹油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 



























图使用ずる場所 



女効果的に使用するために 

♦ストーブは、なるべく部屋の中央に置いていただきまずと、対流効果によって部屋の溫度のムラ 
びかなくなり、効果的な暖房がでさます。 

ただし、部屋の出入口や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでください。 

参部屋の空気を ヴーキユレ— 夕などで巧流させますと、部屋の温度のムラびよ D かなくなり、効果 
的に暖房びでさます。 

(このとさストーブには直接風びあた b ないよラにま意してください。） 



圍各部のなまえ 


外観固 


つり手 


ガラスが筒 


ガ—ド 


緊急消火レバー 


油重計 


給油口ふた 


油タンク 


しん調節つまみ, 


点火レバー 


















































团使用前の準備 


ス I ^を取り出ず 


I 包装箱に表示してある「包装の巧容」をごらんになつたうえで、 
I 包装箱から包装がなどを取り除舌、製品を傷付けないように 
取り出してください。 

包装箱や包装材はストーブを保管するとをに必要です。取 
扱説明書’保証書ち忘れずに巧管して < ださい。 

-お願い- N 

包装材は可燃物ですか6、おず取り除いてください。 


) 天板を取り出して、ガラスが筒 
• の上下にある包装材を取り出し 
てから、ガラスが筒を元通りに 
静かに入れてくださし、。 

-お願い-^ 

RB -25 C のガラスか筒には上 
下びあります。 

ぼかしの入っている側を下にし 
て取り付けてください。 



天板の両側にある巧と、ガードの両 
側にあるつり手ブラケットの巧を合 
わせるようにして、天板をガラスが 
筒にかぶせてください。 


I つり手を、正面側か5、ガードの両 
*■ 側にあるつ0手ブラケットの巧と、 
天板の両側にある巧を通して取り付 
けて < ださし、。 

:油タンク底面の脚を、置台の止め板 
J の下に、巧タンクを回すよラにして 
押し込んで取0付けて < ださい。 

-お願い- N 

必ず置台を取り付けて使用してく 
ださい。 


天板のが 


た D 手ブラケット 


ミ由タンク 


一 



A 危険 

★ガソリン使用禁止 

j 

ガソリンなど揮萬性の高いミ由は、絶対に使用しないでくだをい。 

か置の混入でも、义がの原因になりまず。 

1 

、 



^^3か川ン禁止 


i ) 燃料は巧油 （ J 旧1号 W 油）を必ず使用してください。 
@変質な油、不純巧油は、絶巧に使用しないで < ださし、。 

♦誤ってガソ1」ンなどの臟料を使用したことびねかったとさは、 f ~ 
あわてずに緊急消乂レバーを押して消火してください。 — 

♦変質灯油(持ち越した灯油など）、不純巧油(丹油むがの;'由•か- 
ごみび混入した巧油など） は、 絶対に使用しないでください。 —— 

異常燃焼や故障の原因になります。 _ 

♦市販されている巧燃剤(添加剤)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあ D まず。 

勇)灯油の保管のしかた (\^ 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を蚊きかけます。 
(乂の気のない巧でおこなってください。） 


〇灯ミを 


X ガソリン 


♦巧油は必ず乂気、雨水、ごみ、高湿 ^ 浦れ 

および直射日光を避けた場巧に保管 巧〇の 、 

してください。 CJ ぶ；^ f 良 I 

•巧油の容器は専用のきれいな容器を fa .- 甲: 削…… 
使用してくだごい。またな油容器は —— 

必ず色付さの灯油専巧容器を使用し I 1 んスホ、 

てください。 ——^—— 

♦灯油容器內の巧油び少ないと温度変 
化により結露して水びたまることびあります。 W 

♦ ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでください。 

•お子様の手のとどかない所にな管して<ださい。 I _ 


( 変質な油とは 


♦ちい打油。（ひと夏持ち越した巧油） 

♦長期間、曰光の当たる場巧や、温度の高い場所に巧管した打油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色の容器で保管した巧油は変質しやずい。 
•変質のひどいをのは黄色味をおびにり、すっぱいにおいびします。 

参変質を防ぐため巧油は翌シーブンに持ち越さないようにしてください。 


浦れたままです。 

良い保管 

直射曰光、雨水び当たらず、 
火気のない冷暗巧へ巧管。 


すクこ乾いてしまいます。 

悪い保管~ 

直射曰が、雨水の当たる 
ベランダなど、室がの保管。 




/古いなミ由は 
\梗ねなレで< 



每 




,0 




乾電池を取り付ける 


憶電池は別売です。 

市販の単二お乾電池 （ 2個)を購入してください。 

本体搂ちの電池ケースカバーを取り 1 〜 

はずしてください。 7^ 


電池ケースカバーを、元通りに取り 
付けてください。 




巿販の単三形乾電池 （ 2個)を購入の 
ラえ、電池ケースの受©表示に正し 
<合わせて取0付けて < ださい。 
新しい乾電池とちい乾電池、種類の 
違う乾電池を混ぜて使用しますと、 
点火でさなかった0、点火しにくく 
なったり、液漏れや破袋する原因に 
なります。 


-お願い- 

製品の輸送中に生じたガラスか筒の破損、燃焼筒の変お、 
ねじのゆるみや、はずれなどがないか調べて<ださい。 




不純な油とは 


♦巧油むがの油（ガソリン、シンナー.天ぶらミ由、機械油、重油など）びほんのみしでを 
混入した灯油。 

♦水やごみび混入した巧油。 


V 入むないでノノ 


_ パ 


0 

使用禁止 


変質 I なミ由•不を屯灯ミ由の見分けかた （コップにがを入れ、次に巧油を入れて背後に白い紙をあてます。） 


保管期間び短く、かと同じ無を透日月な 

ら正常。 * _ 广 一一_^ 


みしでををびついていたら使用しない。 



0 

使用禁止 


紫外線で灯油び劣化した時は、灯油び変 
色しにく<見分けかたび難しくなります。 
ひと夏持ち越した灯油は無色透明でを絶 
巧に使用しないでください。 


変質好油や不純な油を使用ずると 


•を質ロミ由や不純巧油を使用しますと、'け油の程度にも 
よりまずび、1〜30曰のご使用でしんにをちのタール 
がたまり、しんの巧端び固くなったり、点义しにくく 
なったり、しんが上下しにくくなったり、炎が大きく 
ならなくなったり、激しいにおいがしたりしまず。 

また、消义時にしんが下び6ず火び消えなくなりまず。 

♦水の混入した好油を使用しますと、ミ由タンクに灯油び 
残っていてもおびルさくなったり、しんび上下しに 
くくなったり、異常燃焼を起こして激しいにおいび 
したり、火び消えたりします。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いをのが混入し 
た灯油を使用しますと、火災の原因になります。 


万一変質な油や不純！打油を使ったときの処置のしかた 


1油タンク内の悪い打油を抜き取0、良質の巧油で 
■ 内部を2〜3回洗浄してか5良質の丹油に入れ曾 
をて < ださし)。 

(悪い灯油び践っていると再発しまず。） 

2 [Tn[pWlr2 しんの手入れをずる J を参照して、しん 
の先端の固くなっている部分を、ラジオペンチなど 
で軽くつぶしてか5、しんのか6巧をクリーニング 
をおこなつて < ださい。 

3 しんの手入れをおこなってを効果のないときや、 
水び多量に混入している場合は、しんを取り替え 
て < ださい。 

蓄えしんについては、販売店までお問い合わせく 
ださし)。 


-お願い- 

変質灯油や不純巧油び原因でアフターサービスを依頼されたときは、お証期間中でも有料修理となります。 







給油のしかた 


給油は、必ず消义していることを確認し、ストーブの温度び巧分に下びってか!5、他に义の気のな 
い巧でおこなってください。 

乂災の原因になりまず。 


〇 


給油□ふたを開ける。 

給油□ふたを、左（〇)に回し 
ておりはずしてください。 


油量計を見なが6給油ずる。 

参市販の給油ポンフの先端を J 

止まるまで軽く差し込んで、 

油量計を見なび5給油して 
<だごい。 

(ホースび巧けないよラに く 

手で固定しなび5給油して ^ 

<だでい。） ^ 

♦灯油は、油 S 計の r 満」の位 
置まで給油してください。 1な担 
r を」の位置まで入れ過ぎま 
すと、あふれ出ることびあ 「危 J の 
D ますので充分にま意してを星_ 
<ださし、。 



plffR 


給油の目ま 


-お願い- 

>オート給油ポンプを固定ずる場台は、ホースを油タン 
クにクリップで固定でをないので、必ず、ホースび給 
油口か5抜けないよラに手で固定しなびら使用して< 
ださい。 

>オート給油ポンプの r 満量位置」の調節は、ポンプの取 
扱説明書に従っておこなって<ださい。 


給油□ふたをしつかり締める。 

♦給;'由□ふたを、ち（〇)に回し 
てしつか0しめてください。 M 

♦灯油容器のふたを、しっかり締 
めておいて < ださし、 


こぼれた打油はよくふを取る。 

こぼ打た灯油は必ずされいに;をさ 
取ってください。 

危険でずし、燃焼中に臭気を発を 
する原因にちな0ます。 



ストーブを使用するとをは、とさどを油量許を見て、巧油びあるかどラか確認し、油量計のま十び「0」の位畳を示す前に給油し 
て < ださい。 


点火前の準備と確認 


点义前の確認 


参ストーブの上方や周囲、屋台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びあると乂災のおそれ 
びお0ます。 

•ストーブび水平でまをした場所に設置してあることを確認してください。 


燃焼筒のセットを確認する 


点乂操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器にセットされているかどうか、かが筒つまみを 
左もに2〜3回動かして、スムースに動くことを確認してくだでい。 


巧震自動消义装置のセット 


しん調節つまみを、「燃焼」のち向 （ 〇 ) に、ゆっくり止まるまで回しますと、巧震自動消火装置び自動的 
にセットされます。 

巧震自動消火装置びセットできない場合は一さしん調節つまみを r 消义」のち向 （ 〇)へ回してから 
おこなってくだごレ。 








固使いかた 


点乂のしかた 


A 注意 


巧いはじめや、しんのお手入れをした樹ホ、しんに巧分な油がなじむよう、給ミ由してか6約20分 
待って、点义してください。 

しんに充分灯ミ由がなじんでいないと、しんの上下操作び重くなったり、点义や消义びできない 
ことびありまず。 



♦初]めてお使いになるときは、点火後、ストーブに付着しているほこりや油び焼けるにおいびしますび、しばらく使用していた 
だければにおいはなくな D ます。 

参点火後しば b くの間は、炎び安定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」と燃焼音びしますが、異常ではありません。しば6くすると炎び安 
定し、音びしなくな D ます。 


電池点乂のしかた 


しん調節つまみを「燃焼」のち向へゆつく 
0回ず。 

♦しん調節つまみを、 r 燃焼」の方向（〇〇にゆっくり止 
まるまで回してくだごい。 

(しんび上びります） 

♦しん調節つまみび、止まらずに戻ってしまう場合は、一さ、 

しん調節つまみを「消乂」の方 （ - L 

向 （ 〇 ) へ回してください。回 ) 

せない場合や硬い場合は、しん JN | 艰創蒙1 
にタールびついでいます。しん 
の手入れめ、5焼きクリ-ニンク‘）3 // /|^ 
または、新しいしんと交換してく 、 J f 1\ パ 
だでい。 A /しん調 y つまみ 


点乂レパーをゆっくり押 
し下げる。 

点乂レバーを r 点义」の方向（畢りこ、 
ゆつく 0押し下げてください。 
(点乂します。） 




点义レバ^ 


馬义レバー\ 


义が着いたことを確認ずる。 

•火び着いたことを確認した5、 I I ) 

点乂 レバーを ゆっくりはなして，し- 

•端無後も点火操作をした 

ままですと、点火ヒー ターび 切夕^をミ 
れることびあ D ます。また、乾 '/ 馬义レ;ジト^ 
電池の消耗を早くなります。 一一' 

点火しにくい場合は 

♦点义ヒーターがおか5白煙が出て点乂しにくいとをは、 
点义レバーをがし戻ずと点乂しやずくなりまず。点义 
ヒーターのフィラメントを、しんか61〜1.5111[11離ず 
のび一番点义しやずい位置でず。 

•点火操作をしたとさ、点乂ヒーターの赤熱び不巧分で 
点乂しにくい場合は、新しい乾電池〔単二形乾電池： 

2個〕をご購入のうえ交換して使用してください。 

(凶 I 使巧前の準備 11 乾里池ををりイ 奇巧る] 参職 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作後、扉を開けが炎筒っま 1111 II 

みを左ちに2〜3回動かし、匪 ' iiyy^yyypi 
筒び正しくしん調節器にセットさ-一= 

れているか、しんの上にのってい弓 If 
ないかを必ず確かめてください。 ) /% m 1 գ 

燃焼筒が正しくセットされていな 
いと、異常燃焼し、义災になるお^ たづ 

それびあります。 

扉を閉める。 

扉を閉めてください。扉を開けたまま使用すると、風の 
影響をうけて異常燃焼を起こすおそれびあります。 


電池点乂び使えないとを 


I しん調節つまみを「燃焼」のち向へゆっく 
り回ず。 

•しん調節つまみを、「燃焼」のち向 （ 〇)にゆっくり完 
全に止まるまで回してください。（しんび上びります） 

参しん調節つまみび、止まらずに戻ってしまラ場合は、一旦、 

しん調節つまみを「消火」のち I - , 

向（〇)へ回してください。回 > ) 

せなぃ場合や硬ぃ場合は、しん Jl 6 l み^^^ n I さん 
に夕-ルびコりています。しん 
の手入れめ、ら焼きク|」- ニ ング } 

または、新しぃしんと交換してく 一 f I 1 \、一 
ださい。 '~\ /しん お節 つまみ 

) マッチや市販の点义用ライターで点乂する。 

" ♦扉を開けて、外炎筒つまみを持ち上げ、マッチや市販 
の点火用ライターなどを读ってしんに义を着けてくだ 

•驚麗ミが-で点乂しな IPili 

いッチで点义した場合は、マッ 乂グ^^^^^^ 
チの燃えかずを、しん巧近やス f 、 

卜ーブ內に落としたり、置台の L ^/ OV // 
上に暨かないで < ださい。 

事故や义がの原因になりまず。 1 ^ 

5燃焼筒のセットを確認する。 
-お願い- N 

燃焼筒のセットは必ず確認してください。ズレていると 
煙やずすが出て、室内をミちずおそれびありまず。 

•總 K 語 g 麗氏 JIPPI 

動かし、燃焼筒び正しくしん調""か约 f 

節器にセットされているか、し 

んの上にのっていないかを必ず 

確かめてくだごい。燃焼筒び正 

しくセットごれていないと、異常 ir ' 

燃焼し、火災になるおそれびあ D 

ます。 

参乂び着いたことを確認した5、しん調節つまみをみし 
だけ（点火した火び消えない程度に）消乂の方向に回 
してみて、引っかか0びな<スムースにしんび下げ5 
れることを確認してか5、をう一度しんを上げて使用 
して < ださい。 

しん調節つまみびスムースに回5ないとさは、燃焼筒 
を持ち上げて、しんを完全に下げてか b 、 点火操作を 
始めからや D 直してください。 

1扉を閉める。 

扉を閉めてください。扉を開けたまま使用すると、風の 
影響をラけて異常燃焼を起こすおそれびあります。 






国使いかた 


炎の調節のしかた 


A 警告 


巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類び乾燥ずると、ス1ブの熱気でゆれて這下して义がつを、火災の原因になりまず。 


参やかんやなべなどをのせた場合は、細むのま意をしてください。 

振動や接轴によって、やかんやなべなどの熱湯びこぼれ、やけどをしたり、ガラス外茵び 
割れたり、異常燃焼(立炎)の原因になりまず。 

♦巧をこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買い求めのお売店に点検を依頼してください。 
ガラスが筒が割れたり、ストーブの故障の原因になりまず。 


A 


A 注意 


炎の調節 


•炎の調節は、しん調節つまみを回しておこなつてください。 

参しん調節つまみを回してがを調節するとをは、 のあ巧 g ぶ！ ホ のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の範囲で使巧してください。 


炎の状態 


最大正常燃焼のとさの炎の長さは、內炎板か b 






しんび上びり過ぎ 

(炎び大を<な0すぎている） 

最大正常燃焼 

最小正常燃焼 

しんが下がり過ぎ 

(炎び出ていない） 

すすや一酸化炭素び 
. 多<発生する 

がび巧炎板から 

1〜 2 cm 出る状態 

炎び内炎板から 
出ている状態 

においや一酸化炭素び 
多く発生する ， 


測 r 


姑節-愈 


@おの大ささは上図のように、正常燃焼の範囲で使用してください。 

参点火後2分ほどで、炎び上びってきます。しばらくすると炎び長く伸びてきます。炎が勢いよく巧 
状に、斜め上方に燃え上びるのびよい状態です。 

参室内温度が上昇して炎が大さくなりずぎて、すすが出ることびありましたら、しんを下げて炎を調 
節してください。 

参燃焼中は、とさどさ炎を見て、正常燃焼であることを確認して<ださい。 

正常燃焼でないとさは、炎の調節をして<ださい。 

参炎は全周均一には揃いません。上図 «^瞧 の給のように前後をちに伸びた炎の長さは、それ 
ぞれ異なりますび、その比率び1巧2 くらいでを正常です。 


乂力を弱 < する場合のを意 


参火力を弱くした場合でち、炎び内炎板から出ている状態で使用してくださし、。 

参あまり火力を弱くすると、においや一酸化炭素が多く発生し、しんに夕ールが付着します。 

♦おの大きさは、使用時間の経過につれて燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさくなってをます。 _ 

しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてを、燃焼筒やしんの劣化などで炎び大きくならないとさは、『〇 !保管1 「2しんの 
手入れをずる」の項を参照して、しんの手入れをしてください。 

♦変質灯油や不純打油を使巧してしまい、しんに夕ールびイ寸着したり、水を含んでしまったときは、炎び大きくならないととをに、しん 
の上下操作び重くなります。このよラなときは、囚| B1] 「2しんの手入れをずる J の項を参照、してしんの手入れをしてください。 


消乂のしかた 


通常の消乂の場合 


しん調節つまみを、「消火」の方向へゆっくりと回す。 

しん調節つまみを「消火」の方向（〇)へゆっくり止まるまで回してください。（速く回すとにお 
いび出やす<な0まず。） 

消火を確認ずる。 

•においを少、なくするため、約！〜日分程燃焼(炎び一部残る）して消乂します。 

参消火操作後は、火が確実に消えたことを必ず確認してくだごい。 


緊急の消乂の場合 


勇)緊急消火レ/ (—を巧し下げる。 

•急速に消乂させるため、においやすすび発生することびありまず。 

火び確実に消えたことを必ず確認して<ださい。 

♦緊急消义レバーを押し下げても、しんび下びらず、消义できない場合は、しん調節つまみを強 
<!■消义 J の方向（〇)に回して、しんを下げてください。 

それでをしんが下びらない場合は、义び消えるまで燃やしきつてください。 
















I 時間にを裕びない場合は、天板の巧からコップ2杯 (40 日 m ぶ程度)の水をかけて消火してくださし、。 


水をかけると水蒸気び出たり、ガラスが•筒び割れることびあります。あわててヤケドをしないぶラに、 
手袋をはめるか、手にタオルを卷<などしてからおこなってください。また、後で油タンク内の水の 
入ったな油を抜き、しん交換び必要です。 ___ 


しんを下げ6れない原因は、しんに夕ールがたまつていたり、水を含んでいることがありまずので、の聴窗 
「2しんの手入れをする J を参照して、しんの手入れをおこなうか、新しいしんに交換してください。 _ 

-お願い- 

消火後、約日分間は再点火しないでください。燃焼筒び冷えないうちにしんを上げると、生ガスび発 
生し、激しい臭気び出たり、点火しないことびあります。 


天巧の巧 


卿 


固安全装置 


巧震自動消义装置 


•ストープびお題(麗度約日松上)や強い振動、衝撃を受けたとき、火がなどのち険を防ぐために自動的に消火させる安全装置 
です。 

参しん調節つまみを「点火」の方向にゆっくりと止まるまで回すと、自動的にセットされます。 

•地漠によって作動した墙合は、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損煩はないか、打ミまびこぼれていないかなど異常 
びないことを確認したを、再点火してください。 

广 -お願い-- ) 

燃焼中に、巧涅自動消火装置び働いた場合は、消火時のにおいび強く発生します。 


图点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 1 

1点検•手入れをおこなラとをは;] 

,•ストーブ巧消义し、本体の温度び巧分に下げってか6おこなってください。 

•手をけびしないよラに手袋をはめて、おこなってください。 

♦巧震白動消义装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

♦必ず乾里池を、喪池ケースから取りはずしてか5おこなってください。 


使ラたびに 


点検 苗 所 I 点検巧容 _ 


ストープの参ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 
周囲 [火災の原因にな D ます] 


処匿方法 


参常に整理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
ないで < ださい。 


参油タンク、置台の表面に、油びこぼれた D 、 たまった参こぼれたり、たまったり、にじんだ油はをれいにみ 
り、にじんでいませんか。 を 取つ てください。 

[火災の原因にな D ます] 



ガラスか茵 ♦欠けた D 、 割れたりしていませんか。 
[異常燃焼の原因にな0ます] 


1箇月に1回 ly 上 


点検茵巧 

ほこり 参置台にほこりびたまつていませんか。 

臟用空気おん部•置台の上に物び入 D こんでいませんか。 
_{Mmm [異常燃焼や火ぶの原因にな0ます] 


点ち内容 




処旦方法 


参置台を取りはずし、たまったほこ D 、 ごみなどを掃 
除機で吸い取ったり、雑巾などでふさ取ってくださ 









































因点巧-手入れ 


点検•手入れのしかた 


1箇用こ1回む上 


点お窗巧 
巧霞自動 
消义装置 


油タンク 


点 义 
ヒーター 


乾蛮池 


燃焼筒 


_ 点検内容 _ L _ 処直方る _ 

>しん調節つまみを回してしんを上げてか5、置台をゆ♦しんが完全に下びらない場合は、しんの項の点検を 
すると、対震自動消乂装置び作動します。そのとさし してください。 

んび下びりますか。 •販売店に修理依頼をしてくださし、。 

[確実に消火することを確認] 


>油タンクに水やごみびたまっていませんか。 

[しん上下の操作び重<なった0、鏡や油漏れの原因に 
な0ます] 


>点火しない。あるいは、点火しにくくありませんか。 
[点火 ヒーターを 点検] 

P 正苗 I |X 「X ド 1 

フィラメント W ド吗 

な义 ヒーター I ^ 


参点义ヒーターのフィラメントは巧分にホくなっていま 
すか。 

[乾晋池の型圧(消拜)点検] 

♦燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすびが層していま 
せんか。 

[異常燃焼の原因にな日ます] 

•しんの先端にタールび付着して、固<なっていません 

か。 _ _ 

しんに夕ールび付慶していると、巧のよラな不具合び 
発をしまず。 

♦消火操作をしてち、しんび下びらず、消火しない。 

参しん上下の操作び重く、スムースにできない。 

♦点义操作をしても、点乂しない。 

参炎び大をくならなかったり、燃焼中ににおいびする。 


I_I_ 

化が U 国脚 • 

点巧窗巧 

点义装置 ♦点火辈 

[点义3 



参給油□ふたをはずして、市販の 
給油ポンフなどで、ミ由タンクの 
中の水やごみを、吸い出してく 
ださい。 


参点乂ヒーターのフィラメントび変形している場合は、 
おず電池ケースから乾電池を抜いて画圖晶^^ 
しかた]ヒーターの巧おの \ n 
しかが を参照して本体をはずし\ W 
てから、マッチ棒などで図のよ；^^ 

うに軽く修正してください。 

♦変形びひどいちのや、断線してぶ^ 

しぶ場合は新しい点义ヒータークシ戸八を V • r 
にち換してください。 くグ、ツ h 

•赤熱不足の場创ま、间硬用前の準婦愤里地を取り 
付ける]を参照して、新しい乾電池に交換してくだご 

—い。_ 

•ブラシなどを使って、燃えかすや、すずを取0除さ、 
されいに掃除してください。 

♦夕ールび付着している塌合は、の]展答 I 「2しんの 
手入れをずる」に従って、しんの手入れをおこなって 

/ くださぃ。 -ぉ願ぃ-^ 

参しんの手入〇は、風のあたる場所ではおこなわな 
いで < ださい。 

参しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をして < ださい。 

♦しんの手入れをおこなっても効果のない場合は、 
新しいしんに交換してください。 


_ 点検內容 

♦点火装置の作動はスムースですか。 
[点义不良の原因になります] 


_ 処 g 方法 _ 

参点火装置に付着したごみやほこ0は、防鐘潤滑剤 （CR 
C 等）をかけてから、きれいな巧でふきおつてください。 

•画厨品交換のしかた]區义ヒーターの交換のしかた]を 

参照して、本体を取0はずしてか5手入れをして<ださ 
い。 

♦謂びをいをのや、巧れび取れず作動び悪い場合は、お買 
い求めの販売店に修理を依頼してくだごい。 


固定期点検 


長期間使巧されますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買い求め店、または、修理資格を[(財）曰 
本石油燃焼機器保守協会 ( TE し 03-34 日 9-292 日）でおこなラ技術管理講習会修了ち（石;'由機器技術管理±)など]①いる店など 
に点検依頼されることをおすすめします。 






点 

乂 

し 

な 

い 


この表しソがの不具合かあるときや、処置方法によ D 処置をしてち良くな！5ないとさは、使用を中止し、お買い求めの販売店にご相談 <ださい。 


置台に、ごみ、ほこりびたまっている。 


点火ヒーターのフィラメントの形状 
び正常でない。切れている。 


点乂装置びシヨート饱繳している。 


点乂装置のコードびはずれている。 


正しく入れてレなレ。 


乾崔池び消韩している。 


巧油び水やごみを含んでいる。 


灯油び変質している。（ミちれた油や 
ポリ容器で1年間持ち越した油など） 


义けた0、割れた0していませんか。 


しん調節器とが炎筒との間にすさ間 
がある。 


内炎筒•が炎筒の変形。 


が炎筒びしんの上にのっている。 


しんに夕ールがついている。 


巧タンク巧に水び入っている。 
しんび水を含んでレる。 


しんの出びかない。 


しんの出週ざ。 


哥故巧單 • 異常の見分けかたと処置方法-修理を依頼される前に- 


■■曲 

B 阳 ■ 

日日日 ■ 

Bill 

1111 

1111 

■III 

日日日 ■ 



しんを下げて、炎を調節する。 


新ししんんと交換ずる。 


しんの手入れをする。または I 新しいしんと 
交換する。 

油タンク巧の丹油を正常な巧油に交換ずる。 


点火してか5必ずが炎筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 


內か筒•夕 i 炎筒にガタツキびないか、真円に 
なっているか確認ずる。（変形している場を 
は販売店に連絡する。） 


しん調節器の上面に夕ールがついていない 
か。または外が筒下部に不揃いびないかを 
調べる。 


ガラスが筒を交換する。 


正常な阿ミ由に巧換する。 
新しいしんと交換する。 


正常な灯ミ曲こ交換する。 
新しいしんと交換する。 


新しい乾電池に交換ずる。 


正しく入れ直す。 


コードびはずれてし、るときは正しく差し込む。 
その他は販売店に連絡する。 


ショートしないよラに直す。 
不明の時は販売店に連絡する。 






I 7 li 点横•手入れ H 点乂ヒータ ー 1を参聴し 
フィラメントを f 霞正する。 

点火ヒーターを交撰する。 





置台を掃除ずる。 

J 


点火装置 


乾單池 



しん上下の操作び重い 


しんげ下びらな S 


炎かかたよる 


におレびする 
消火しない.しにくい 


赤火や'ずすび出て燃える 




炎び大さくならない.消えてしまラ 














































画部品交換のしかた 


しんなどのを換部品は、必ずトヨトミ純正部品(指定された部品）を使用してください。 

A 純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想でをない事故が 

発生するおそれがありまず。 


検普に合格したしんにはこのマークび目ち 
つてありまず。マークの色彩は、白地に 
ホインクで表示さ ri ています。 


•替えしん、点义ヒーター、ガラスが筒、巧が筒、外お筒などの交換部品び必要な場合は、お買い求めの販売店までお問い合わせください。 
♦部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様相談窓口一居！ までお問い合わせください。 

インターネットでの部品購入は、 http ://1: 日 yotomi . shopl 4. makeshop . jp / をご置ください。 


部品交換のとをのま意 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけど、けびなどしないようミ主意しておこなつてください。 

① 手をやけどしないように、ストーブは消义し、温度び充分下びるまで待つてください。 

② 乾電池はがず電池ケースからはずしてください。 

③ 手をけびしないぶラに、手袋をはめてくだごい。 

•不完全な修理は危険でず。お買い巧め①お売店か、（財)日本石油燃焼機器保守協会でおこなう巧術管理講習会修了者（石油機 
器な術管理±)などのいる販売店で修理を依頼されることをおすずめしまず。___ 


しんの交換のしかた 


、ヨストーブ純正適合しん 


トヨ耐熱しん第巧種 （ TTS -23) 商品コード:り の5207 

しんの交換ち法-•ま意内容は、トヨ耐熱しんに添付されている取扱説明 
書をお読み < ださい。 _ ’ 


ガラス外筒の交換のしかた 

巧れびふさおれなくなったり、欠けたり、割〇た0した場合は交換してくださし、 


ガラス州寄 （ RB -2 己 C ) 商品コード:12015102 ガラスが简 （ ML -25 C ) 


1回储巧前の準摘! に ブを取り出を の3、4項を参照して、つり 手 \天板. 

■ を取りはずしてから天板を取りはずしてください。 へ\ \> 

〇古いガラス外茵を取り出し、新しいものと交換し、元通りに取0付けて 

-ぉ願ぃ-^ 

R 日-2已 C のガラスが筒には上下があります。ぼかしの入つている側を下 Iffi 0051 

にして取り巧けてください。 _1 f 


外炎筒 • 内炎筒の交換 のしかた _ 

がお筒~品コード:12日15825 ] I 巧お筒|]§品コード:1201日806 
外炎筒-巧が筒の構成部品び、変形していた0、ひずんだり、破損した場含は、お買いホめの販売店、または別紙の I お客捷担 
覇！□-奠 — I までお間い合わせください。 _ _ __ _ 


乾電池の交換のしかた 


参间脏用前①準簡 I 階巧池を取り付ける I を参照して、おず2個とも巿販の新しい乾電池〔単二お乾里池〕にで換してください。 

♦取りはずしたちい乾電池は、表示してある使用推奨期限内は、電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますので、再利巧 
されることをおすすめします。 _ 


K : 12015902 


点火ヒーターの交換のしかた 


点义ヒーター I 商□□コード.（綠バック） 


本体の止めねじ3本を取 D は |) I 

ずし、本体を上ちへ持ち上げ^ 

て、取りはずしてください。 

片手でヒーターホルダーをつ——\ 
まみなびら、点火ヒーターを ^一 

巧しつけなびら回して、ヒー 
ター ホルダーから抜さ取って < ださい。 

片手でヒーターホルダーをつまみなび ち义\ヒ 
ら、き斤しい点火ヒーターの凸部をヒーを白壁 
ターホルダーの溝を通すよラに入れた 
5、巧しつけなびら回して、点火ヒー 
夕一の凸部を、ヒーターホルダーの凹 
部にはめ込んでください。 —^ 

点义ヒーターのフィラメントに、指を 
独れて変おさせないようにま意してください。 


点火ヒーターの交換をするとをは必ず、乾電池を電池ケースから取りはずしてくださし、。 
乾電池を入れたままおこないますと、やけどをずることびありまず。_ 

I \ A 本体をかぶせ、がが筒を正しくしん h 1 

J L =^ w 調節器の上にのはて、本体の止めね J 
細*^ iii じ3本で取り付けてください。%ぶ1111娜 b 


扉を開け、が炎筒つまみを持って軽 
く左ちに2〜3回動かし、か炎筒び 
しん調節器の上に正しくセツトされ 
ているか、しんの上にのっていない 
かを必ず確かめてくださし、。 

乾電池 （2 個)を、電池ケースに帯0 
を正しく合わせて入れてください。 



















圆保管（長期間使用しない場合) 


A 注意 


長期間使用しないとをまたは保管するときは、必ずな油を抜いて、電池ケースから乾電池を取 
りはずしてください。 

が頁けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

义巧のおそれびありまず。 


〇 



1巧タンク内の:!:了油を抜き■取る。 杯イし 

•油タンクの給油□ふたをはずし市販の給油ポンプの吸込側を油タンクに差し込んで、油タンク 1 iB 

内の灯油を抜きおってくださぃ。 li U / \ 

•油タンクに水やごみび残ったまま保鲁すると、鐘や油漏れの原因になります。されいな巧油で / fTir 

すずぎ 就い をし でください。 

2しんの手入れをずる。（か6焼きクリーニング） 

L . -お願い- S 

♦しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

♦しんの手入れ中はにおいがしまずので、部屋の換気をおこなって<ださい。 


①1101 廊品交換のしかた I I 点义ヒーターのな換のしかた 1 の1項を参照して本体を取りはずし、 

しんの先端び固くなっている時は、ラジオペンチなどで固い部分を軽<つぶしてか6おこなっ 
てください。 

⑤前項1の手順でミ由タンクの灯油を抜き取ってください。 

⑤ 本体を元通りに取り付けてください。 

④通常の点义操作をして、正しく燃おさせてください。 

⑥ 火力びかさくなったら、しんを一杯に上げて自然に消义するまで燃やしきってくだごい。 

( -感震部の点検.手入れをおこなう--- S 

•ごみやほこりびついていたら、やね5かいなでをれいにふを取ってください。 

♦鏡び多量に発をしている場合は、お貢い求めの販売店に修理を依頼してくだごい。 

♦ストーブ内のちれは、謂れた巧で成いて落とし、乾いた布で水気を取り除いてくだ 

3置台を取りはずし掃除ずる。 ia タンク 

油タンクを巧即のち向に回して置台を取りはずし、屋台の上のほこりや巧れを取0除いて<ださい。 . 

取りはずした屋台は、化ず元通りに取りつけてください。 

4電池ケースか 5 乾電池を取りはずす。 止め板/ Xu 

乾電池を取りつけたまま保管すると、液漏れしてストーブを腐食させることびあります。 

5緊急消乂レバーを押し下げる。 

巧顆自動消火装置を作動ごせ、しんを下げた巧態にしてください。 

6収納ずる。 

包装箱に入れて、湿気の少ない場所に f ま管してください。 
r 取扱説明劃 や r 保証書」を 忘れずに大切に保管してください。 

( -お願い- S 

高温を湿、直射日光の当たる場所には、保管しないでください。 

鐘が出たり、樹脂部品び変おする原因になりまず。 


♦打油は変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使いきる）ようにしてください。 

•巧りはずした乾電池は、表示してある使用推奨期限內は電池能力び残っていれば化の製品に使用できますので、再利用される 
ことをおすすめします。 


國廃棄ずるとを 


[11] 幅皆(長期間使用しない場を了] の]項を霉照して、油タンク内のな油を损さ取り、電池ケースひら乾電池を取りはずして廃棄し 
て < ださい。 



油タンク容 


燃焼継続時間 


RB -25 C I ML -25 C 


自然通気あ開放式石油ストーブ 
しん式•自然対流形 


雲池点火〔単二形乾電池到固 • 別売〕 
商品コード11027112 


品番1531003014 
巧油 （J に 1 号） 


4.白 L 

約20時間 



474.5 mm 


388 mm 

388 mm 


約 t 2 kg 
普通筒しん 


巧震自動消火装置（しん蜂下式） 





















圆アフターサービス 


保証について 


♦添付しております保証書は販売店で所定事項を記入しておミ度ししますので、記載巧容をご確認のうえ大切に保管してください。 
♦保話期間は、お買いホめの曰より1年間でず。 

f -お願い-、 

なのよラな原因による故障および事故につさましては、保詢の対象とな D ませんのでま意してくだごし、。 

(1) 変質巧油や不純丹油など、またむ油拟かの燃料を使用したためのな障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆをとどかなかったために起こった故障や事故。 

(3) 純正部品外のをのを使用したり、しんにタールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足や、点义ヒーターの 
断線による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん、点火ヒーター)の故障。 

(5) この取ま及説明書や、本体貼付ラベル類による危険-警告-注意-お願い事項び守5れず、誤った使い方をされた場合の 
故障やま故。 

♦その他詳細の保証内容については、保罰書の記載内容をご覧< ださい。 


修理を依頼ずるとを 


♦间 i 微かお巧の患翰ホかたと挺 に従って、処置をおこなってください。 

直らないとさは、使用を中止し、必ずお質い求めの販売店に修理を依頼してください。 

♦ご連絡いただをたい内容は次の通0です。 

①品る…石油ストーブ(自然通気あ開放式石ミ由ストーブ） 

⑤型式の呼び…〔例〕 RB -25 C 

③ お買い求め年ち曰 

④ 巧障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ，おところ，電話番号 

参修理に際しましては、保班書を提示してください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただきます。 
♦保詔期間び過ぎていてを、依頼により有料で慘理させていただきます。 

参修理牌金は、技術料.部品代，出張輯などで構成されています。 


補修用性能部品について 


♦石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打切0後日年です。 
•補修巧性能部品とは、製品の機能を維持するたゆに必雲な部品でず。 

勇)消耗*努化する部品 

♦使用期間により、交換•メンテすンスび必要な部品…しん、点义ヒーター 
参変質灯ミ由、不綿巧ミ由の使用で努化しやすい部品…しん、点火ヒーター 


故障•修理の際の連絡先 


ア フターヴー ビスについてご不明な点は、お買いホめの販売店、または、 I お客様ホ目談窓ご (別紙参照)までお問い合わせ 
<ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 ' 


お買い巧め年月日 

年月 曰 

お買いホめ店名 

(電話番号 ）（ ） 一 

J 
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